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新・災害情報共有システム新・災害情報共有システム新・災害情報共有システム新・災害情報共有システム
「ぐんケン見張るくん」運用開始「ぐんケン見張るくん」運用開始

一般社団法人群馬県建設業協会

１．新システム導入の背景と経過１．新システム導入の背景と経過

「無沙汰は無事の便り」ということわざがあり「無沙汰は無事の便り」ということわざがあり
ますが、群馬県は、平成19年９月７日、これとますが、群馬県は、平成19年９月７日、これと
は全く逆の経験をしました。この時、大型台風９は全く逆の経験をしました。この時、大型台風９は全く逆の経験をしました。この時、大型台風９
号の来襲により本県の西毛地域の市町村は大きな
被害を受けましたが、その中の一つ南牧村からは
県に被災報告がありませんでした。当時の地域防
災計画では市町村からの被災報告を受けて県が救
援を行う手はずになっていましたが、実際には南
牧村村内の道路はいたるところで寸断され、14
集落502人が孤立する未曾有の事態が発生してい
るのに救援を求める連絡手段が絶たれていたので
す。この経験以後、群馬県では、「連絡がない場
合は、大災害を疑え」が防災関係者の合言葉に
なっています。災害時には、少しでも多くの情報
が求められているわけです。
こうしたことを受けて群馬県建設業協会では、
平成20年６月「GPS携帯による災害情報共有シ
ステム」を立ち上げました。このシステムは、当
時は珍しかったGPS機能付きの携帯電話を使っ
て災害時のパトロールで得られた被災現場の位置
情報と画像情報を、道路・河川管理者である土木
事務所等と共有するものです。こうしたシステム
を協会独自で立ち上げることについては、様々な
意見がありましたが、台風などの自然災害時に被
害の拡大を防ぐため自主パトロールに取り組んで
いる「地域に密着した建設業の役割」をITを使っ
て県民・国民に分り易く説明する意義があると考
えました。
システム運用後、台風や集中豪雨、東日本大震
災時には、300台を超える携帯電話から情報が寄
せられ、群馬県等から評価される運用実績を重ね

ました。ました。
また、協会の一大行事である５月30日（ゴミゼ
ロの日）の「道路クリーン作戦」では、会員企業
から総勢2,000人を超える方々が参加して県下全
域で一斉に道路清掃に取り組みますが、システム
の操作訓練を兼ねて活動状況を共有しています。の操作訓練を兼ねて活動状況を共有しています。
このシステムを運用してから今年で６年目とな
ります。この間の携帯電話の進歩はスマートフォ
ンの登場等著しいものがあります。
また、昨年２月、群馬県は大雪に見舞われ、死
者８名、農業被害236億円、孤立集落は最大時で
39地区2,545名に及ぶ大災害をこうむりました。
協会員は、雪が降り始めた２月14日の夕方から
昼夜を問わず除雪作業に取り組みました。
除雪作業は、２月24日、最後の孤立集落が解消
されたのちも続きましたが、この間の除雪現場の
画像を災害情報共有システムから取り出し、ツ
イッターで発信したところ、多くの皆様から予想
を超えた反響がありました。「建設業者が昼夜を
問わず除雪していてくれたことを知って感動し
た。建設業って大事だ」などです。建設業の役割
を知っていただくには、従来から取り組んでいる
マスメディアへの情報提供と共にソーシャルメ
ディアの活用の重要性を実感したところです。し
かし、このツイッターへの投稿は、当時の災害情
報共有システムからは直接できず大変な手間がか
かることがネックでした。
このため、災害協定当事者を対象とした閉鎖系
による情報共有に加え、県民を対象とした開放系
で精度の高い情報を共有することをコンセプトに
新・災害情報共有システムを構築することになり
ました。もちろん６年間の前システム運用経験と
携帯電話の進歩を取り入れて操作性を良くするこ
とも狙いです。
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東日本建設業保証㈱からは、創立60周年記念
助成事業の対象とすることの内諾が得られ、資金
的な応援をいただくことができたことで新システ
ムの開発に拍車がかかりました。

２．新システムの概要２．新システムの概要

図１は、新・災害情報共有システム「ぐんケン
見張るくん」の概要図です。
新システムは、４つのグループ間で情報発信・
共有がなされます。

◆  建設業協会員；道路等のパトロールや被災現
場の情報をGPS携帯電話やスマートフォンで
送信します。

◆  国・県・市町村；道路・河川管理者の立場で、
システム画面（PC）から現場の情報を受け取り
ます。

◆  群馬県建設業協会；システムを管理するほか、
一般を対象に情報を公開します。

◆  一般（国民、県民）；協会のホームページやツ
イッターで情報を直接閲覧できます。

情報の流れを追って説明すると次の通りです。

図１　システム概要図　「ぐんケン見張るくん」パンフレットを加工
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① 　被災を発見した建設業協会員のパトロール員
は、GPS携帯電話やスマートフォンを操作して
メニューボタンから事象、情報の重要度等を選
択し、位置情報付きの画像や動画を添付して発
信します。
 （新システムでは、事象をメニュー化し入力が
容易になったほか、動画の送信や音声による送
信も可能になりました。）
② 　システムに送信された情報は、IDを持った
国・県・市町村（システム利用者）や群馬県建
設業協会（システム管理者）が、パソコンのシ
ステム画面で直ちに閲覧可能です。（受信した
情報は、一覧表示やマッピング表示が可能で
す。）
　 また、受信者は、情報発信者に対してメールで
災害対応の指示が可能です。
③ 　上記の①と②は、基本的には災害協定や道路
除雪契約に基づく関係ですが、各土木事務所管
内の情報を国、県、市町村と群馬県建設業協会
等の機関が互いに情報を共有していることによ
り、大規模災害時には土木事務所の管轄を超え
た広域応援が容易になります。
　以上は、前災害情報共有システム同様、IDを
有する者間のいわば閉鎖系の情報共有ですが、新
システムには、次の開放系の情報共有が加わりま
した。
④ 　システム管理者は、災害情報の内容を確認し、
ツイッターの投稿や、協会ホームページ「暮ら
しの安心情報」で一般に公開します。
　 （新システムでは、一般公開を前提にシステム
を構築しましたので、位置情報付きの画像情報
がボタン一つで投稿や掲載が可能になりまし
た。）

＊　＊　＊
新システムの特徴をまとめると、次の５点があ
げられます。
① ６年間の運用経験を生かし新たに再構築した災
害情報共有システムです。
② ツイッター等で一般（県民、国民）への災害情
報提供を前提としたシステムです。（災害対応
のセミプロが発信する確実な情報が種になり、

一般からの投稿が促進されれば、災害情報共有
の輪が広がることも期待できます。）
③ 建設業者、行政、国民が災害情報を共有するこ
とにより、ソフト面からの国土強靭化に向けた
システムです。
④ 操作性を改善し、動画や音声入力を容易にした
システムです。　
⑤ 災害協定、道路除雪委託契約の当事者間を超え
て情報共有ができるので、管轄区域を超えた広
域的な災害対応が容易になるシステムです。

３． 新システムの３． 新システムの
デモンストレーションデモンストレーション

建設業の大きな課題である担い手問題の根底に
は、建設業のイメージが悪いことがあげられてい
ます。こうした岩盤のように固い建設業に対する
悪いイメージを打開するため、群馬県建設業協会
では様々な取り組みをしています。
今年度打ち出した「４つ葉のクローバー 2014」
は、しあわせの４つ葉のクローバーになぞらえて、
「女性」、「若者」、「 I T」、「環境」の４つのキーワー
ドで協会の取組を県民、国民に積極的に発信して
います。
女性； 「 環境すみずみパトロール」女性が活躍し

ている建設業をアピール
若者； 「 ぐんケンくん」建設業に親しみを持って

いただく使命を持ったキャラクター、ゆ
るキャラグランプリにも参戦

ＩＴ； 「 ソーシャルメディアの活用」地域建設業
の活躍をツイッター等で発信

環境； 昭和63年から2,000人規模で「道路クリー
ン作戦」を継続実施

＊　＊　＊
マスメディアに対しても公共工事の真の発注者
である県民、国民に建設業を知っていただき、理
解していただく事が大事だと考え、記者会見を開
いてできるだけ丁寧に応対し、記事に取り上げて
いただく努力を重ねています。
今回の新システムのお披露目も、システムの機
能を説明するだけでなく、地域の建設業者がどん



35 全建ジャーナル　2015. 2月号

図２　「４つ葉のクローバー 2014」
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な取り組みをしているか、どんな場面で新システ
ムが使われるかを理解していただくことが大事だ
と考えました。
写真は、デモンストレーションの会場風景で
す。
スクリーンを３つ設けました。メインのスク
リーンには、大雪警報が発令した事態を想定した
シナリオ「緊急ミッション群馬を救え！」に沿っ
て大雪災害時の場面（①大雪警報発令、②県内各
地で最深積雪量を記録、③大雪警報解除）を展開
して新システムがどんな場面でどう活用されるか
を映像と音声を使って説明して臨場感を高めまし
た。県内12支部からはシナリオで決めたタイミ
ングで情報を送信して頂きましたが、それらの画
像や携帯電話の操作画面はサブスクリーンに写し
ました。たまたま、県北地域に大雪警報が発令さ
れるほどの積雪があり、みなかみ町の会員企業か
らロータリー除雪車による除雪の動画と音声が送
られてきました。リアルな映像とロータリー除雪
車の稼働音は、昨年２月の大雪を彷彿とさせ会場
が引き締まりました。
当日は、国土交通省の西村副大臣を始め幹部の
方々、全建を始め建設団体の幹部の方々、群馬県
から県土整備部長を始め幹部の方々、群馬県警察
本部、市町村の防災担当課長、消防署の方々等
100名を超える方々を来賓としてお迎えし、大勢
の協会員も参加し立ち見の方々も出ました。
デモンストレーションの後、正副会長による記
者会見をセットしたところ、群馬県庁刀水クラブ
所属記者及び建設関係新聞社の記者併せて10名

の参加をいただきました。翌日には、建設業全国
紙の１面で取り上げられたほか、上毛新聞、日本
経済新聞、朝日新聞、読売新聞の県内版でも好意
的に取り上げられました。

４．むすびに４．むすびに

東日本大震災を上げるまでもなく、頻発する自
然災害の発生を見ると、我が国は、残念ながら災
害列島と言わざるを得ません。この国土で安心安
全な生活を営むためには、国民の生命、財産を守
り、経済活動の基盤である社会資本の整備を怠る
ことはできません。
私たち建設事業者は、社会資本整備の一翼を担
うとともに、災害発生時には災害応急対策を担う
ことが期待されています。この役目を果たすには
建設業従事者と建設機械が不可欠であり、建設業
本業が安定しないとその力は保てません。しか
し、残念ながら現状では、国民の皆様の理解は進
んでいません。
災害時等の非常時通信手段には、衛星携帯電話
等様々な手段が開発されそれぞれ長所があります
が、新・災害情報共有システム「ぐんケン見張る
くん」には、被災現場で活動する地域建設業の姿
を画像で発信できる特色があります。
こうした意味で、新災害情報共有システムが多
くの都道府県で採用され全国各地で頻発する災害
現場で頑張る地域建設業の姿が発信されることを
願っています。
また、群馬県建設業協会では、東日本大震災発
生時にブルーシートや大型土嚢袋がひっ迫した経
験を基に、ブルーシートと大型土嚢袋を流通業者
から買い取り、商品在庫として県内３業者に保管
を委託する「流通在庫備蓄」を行っています。こ
の方式は、保管コストが必要ですが、常に新品の
災害応急資材が調達できるメリットがあります。
多くの地域でこうした取り組みが進むことを願っ
ています。

（文責：専務理事  田村 孝夫）

デモンストレーション風景




